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髙
山
　
和
義 

議
員

学
校
と
警
察
と
の

相
互
連
携
制
度

問　
児
童
・
生
徒
の
違
法
行
為

や
不
良
行
為
な
ど
の
事
案
を
ど

う
把
握
し
て
い
る
か
。
ま
た
地

域
と
の
連
携
事
例
は
あ
る
か
。

学
校
教
育
部
長　
事
案
の
件
数

は
把
握
し
て
い
な
い
が
、
広
域

化
・
情
報
化
・
低
年
齢
化
の
傾

向
が
あ
る
。「
地
域
教
育
力
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
協
議
会
」
が
健
全
育

成
や
非
行
防
止
を
図
り
、
立
ち

直
り
支
援
を
行
う
「
中
学
校
区

サ
ポ
ー
ト
委
員
会
」
も
成
果
を

上
げ
て
い
る
。

問　
制
度
の
効
果
は
。

学
校
教
育
部
長　
学
校
だ
け
で

は
対
応
が
難
し
い
非
行
等
の
防

止
に
、
警
察
の
専
門
的
視
点
か

ら
支
援
を
得
ら
れ
る
。
ま
た
保

護
者
へ
の
指
導
も
可
能
と
な
る
。

問　
学
校
や
教
育
委
員
会
は
、

警
察
に
情
報
提
供
す
る
ま
で
に

ど
の
よ
う
な
経
過
を
と
る
の
か
。

学
校
教
育
部
長　
学
校
で
粘
り

強
く
指
導
す
る
が
、
そ
れ
で
も

改
善
で
き
な
い
場
合
に
教
育
委

員
会
が
最
終
的
に
判
断
す
る
。

問　
警
察
に
提
供
し
た
情
報
の

廃
棄
は
確
実
に
行
わ
れ
る
の
か
。

学
校
教
育
部
長　
教
育
委
員
会

が
し
っ
か
り
と
確
認
す
る
。

問　
教
育
の
相
互
信
頼
関
係
を

損
ね
か
ね
な
い
問
題
だ
が
、
市

長
の
見
解
を
伺
う
。

市
長　
信
頼
関
係
は
大
変
重
要

で
あ
り
、
教
育
委
員
会
と
意
識

を
共
有
し
て
進
め
た
い
。

市
民
生
活
を
考
慮
し
た

節

電

対

策

問　
幼
児
や
高
齢
者
を
考
慮
し

た
節
電
対
策
の
考
え
は
。

企
画
部
長　
福
祉
会
館
や
保
育

園
な
ど
の
施
設
で
は
利
用
者
の

体
調
等
に
配
慮
す
る
。
ま
た
、

無
理
な
節
電
を
し
な
い
よ
う
広

報
紙
で
呼
び
か
け
る
。

松
本
　
敏
子 

議
員

平
塚
市
の
墓
地
政
策
を

問
う

問　
墓
地
等
の
経
営
の
許
可
権

限
が
県
か
ら
移
譲
さ
れ
た
が
、

審
査
、
判
断
の
基
準
を
伺
う
。

市
長　
経
営
の
公
益
性
・
永
続

性
の
確
保
、
周
辺
環
境
と
の
調

和
な
ど
に
つ
い
て
、
行
政
に
広

範
な
裁
量
権
が
あ
る
の
で
慎
重

に
審
査
、
調
整
を
し
て
い
く
。

問　
市
内
で
大
規
模
な
墓
地
の

建
設
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
山

を
削
り
森
林
を
伐
採
す
る
た

め
、
風
雨
、
土
砂
災
害
の
危
険

性
が
あ
り
、
住
民
か
ら
中
止
を

求
め
る
陳
情
が
出
さ
れ
た
。
明

問　
住
民
の
生
活
を
脅
か
す
墓

地
開
発
は
公
共
の
福
祉
に
反
す

る
も
の
で
、
許
可
し
な
い
と
い

う
適
正
な
判
断
を
求
め
る
。

環
境
部
長　
今
後
の
許
可
に
当

た
っ
て
慎
重
に
判
断
す
る
。

真
田
特
定
土
地
区
画

整
理
事
業
に
つ
い
て

問　
県
と
企
業
団
体
の
報
告
書

に
よ
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
組
合

施
行
に
よ
る
土
地
区
画
整
理
事

業
は
計
画
が
不
完
全
で
、
リ
ス

ク
の
一
切
を
組
合
が
背
負
っ
て

い
る
不
合
理
な
実
態
を
指
摘
し

て
い
る
。
本
市
は
強
力
に
真
田

の
組
合
を
指
導
し
て
き
た
が
、

最
後
ま
で
指
導
・
援
助
す
べ
き

で
あ
る
。そ
し
て
、同
じ
て
つ
を

踏
ま
な
い
た
め
に
真
田
の
問
題

を
充
分
精
査
し
、
そ
の
う
え
で

大
神
地
区
の
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
は

地
権
者
全
体
の
話
し
合
い
で
進

め
る
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

ま
ち
づ
く
り
事
業
部
長　
真
田

ら
か
に
危
険
性
が
高
い
開
発
を

認
め
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長　
関
係

法
令
に
照
ら
し
て
厳
正
に
審
査

し
、
適
合
し
た
計
画
な
ら
ば
許

可
す
る
。
し
か
し
住
民
の
心
配

は
真
摯
に
受
け
止
め
て
い
る
。

事
業
者
に
は
風
向
・
風
速
等
の

事
前
調
査
の
実
施
や
補
償
な
ど

に
つ
い
て
の
協
定
を
締
結
す
る

よ
う
指
導
し
て
い
る
。

問　

今
後
需
給
の
調
整
を
図

り
、
自
然
を
守
る
観
点
か
ら
余

分
な
墓
地
は
造
ら
な
い
こ
と
を

求
め
る
。
ま
た
、
広
範
な
緑
を

削
ら
な
い
コ
ン
パ
ク
ト
な
市
営

墓
地
の
建
設
を
求
め
る
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長　
墓
地

政
策
は
単
な
る
需
給
だ
け
で
な

く
、
社
会
構
造
全
体
を
考
え
る

必
要
が
あ
る
。
広
域
的
な
需
給

状
況
の
把
握
に
努
め
た
い
。
土

屋
霊
園
も
平
成
25
年
に
整
備
が

終
わ
る
の
で
、
今
後
は
関
係
課

と
連
携
を
図
り
検
討
し
た
い
。

鈴
木
亜
紀
子 

議
員

平
塚
市
公
共
施
設
の

節
電
対
策
に
つ
い
て

問　
今
年
度
の
市
の
節
電
対
策

方
針
に
は
、
従
来
の
蛍
光
灯
を

Ｈ
ｆ
蛍
光
灯
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に

交
換
し
て
い
く
と
あ
る
。
切
り

替
え
る
施
設
の
優
先
順
位
や
、

切
り
替
え
の
基
準
は
あ
る
か
。

企
画
部
長　
基
準
は
な
い
。
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
は
美
術
館
や
市
民
病

院
に
導
入
し
、
防
犯
街
路
灯
に

野
崎
　
審
也 

議
員

ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
計
画

市
長
の
強
い
決
意
は

問　
北
の
核
の
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ

大
神
地
区
ま
ち
づ
く
り
計
画
に

つ
い
て
、
市
は
も
っ
と
強
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
市
民
に
発
信

し
、
合
意
形
成
に
向
け
て
取
り

組
む
べ
き
で
あ
る
。
市
長
の
決

意
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
。

市
長　
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
は
平
成

25
年
ま
で
に
都
市
計
画
決
定
を

行
い
、
ま
ち
の
形
を
決
め
て
い

く
。
そ
の
た
め
に
も
県
に
対
し

て
、
そ
の
役
割
を
し
っ
か
り
と

要
請
す
る
。
ま
た
、
地
権
者
に

は
て
い
ね
い
な
説
明
や
対
応
を

行
い
、
早
期
の
合
意
形
成
に
向

け
て
取
り
組
み
を
着
実
に
進
め

て
い
く
。

公
共
交
通
整
備

の

考

え

方

問　
北
の
核
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
と

平
塚
駅
を
結
ぶ
連
節
バ
ス
を
基

軸
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
で
補
完
す
る
よ
う
な
公
共
交

通
の
整
備
の
考
え
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
事
業
部
長　
バ
ス

専
用
レ
ー
ン
や
公
共
交
通
優
先

信
号
、
連
節
バ
ス
な
ど
、
高
い

機
能
を
備
え
た
路
線
バ
ス
シ
ス

テ
ム
の
導
入
を
検
討
す
る
。
ま

た
交
通
が
不
便
な
地
域
で
は
、

路
線
バ
ス
を
補
完
す
る
デ
マ
ン

ド
交
通
な
ど
の
地
域
公
共
交
通

の
導
入
を
検
討
し
て
い
く
。

ま
ち
の
元
気
と

に

ぎ

わ

い

問　
関
係
条
例
の
改
正
も
含
め

た
紅
谷
町
ま
ち
か
ど
広
場
の
活

性
化
策
を
伺
う
。

経
済
部
長　
利
用
が
少
な
い
の

で
、
使
用
料
の
減
免
規
定
の
見

直
し
も
含
め
て
検
討
す
る
。

問　
市
民
プ
ラ
ザ
で
観
光
協
会

が
市
の
名
産
品
や
推
奨
品
を
販

売
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

経
済
部
長　
こ
れ
ま
で
も
駅
の

通
路
な
ど
で
名
産
品
を
販
売
し

て
き
た
。
市
民
プ
ラ
ザ
の
多
目

的
利
用
に
も
な
る
の
で
検
討
し

て
い
き
た
い
。

３
・
11
を

風
化
さ
せ
な
い

問　
浜
岳
中
学
校
の
屋
上
に
設

置
し
た
フ
ェ
ン
ス
が
転
倒
す
る

事
故
が
あ
っ
た
が
、
屋
上
フ
ェ

ン
ス
を
整
備
す
る
目
的
は
何
か
。

教
育
総
務
部
長　
児
童
・
生
徒

の
転
落
防
止
な
ど
、
安
全
を
確

保
す
る
た
め
に
設
置
し
て
い
る
。

問　
津
波
の
避
難
対
策
で
は
な

い
の
か
。
子
供
た
ち
の
命
を
守

る
考
え
方
を
し
た
の
か
。

教
育
総
務
部
長　
フ
ェ
ン
ス
が

転
倒
し
た
こ
と
は
大
変
申
し
訳

な
い
。
再
発
防
止
に
努
め
る
。

平塚市議会WEB

6月定例会の会議録は8月中旬
に平塚市議会のホームページ
に掲載します。

総括
質問
主な質問と答弁

6
月
定
例
会

平塚市議会 検索⬅

特
定
土
地
区
画
整
理
組
合
へ
の

財
政
支
援
は
す
で
に
終
了
し
た
。

今
後
は
組
合
の
自
助
努
力
を
基

本
に
、必
要
最
小
限
の
助
言
を
続

け
て
い
く
。
組
合
施
行
を
想
定

し
て
い
る
大
神
地
区
に
も
助

言
や
援
助
を
し
て
い
き
た
い
。

市
長　
圏
央
道
の
開
通
な
ど
採

算
の
取
れ
る
可
能
性
も
示
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
時
期
を
逃
さ
ず

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。
地
権

者
・
地
元
の
意
見
を
尊
重
し
て

し
っ
か
り
と
進
め
た
い
。

不
活
化
ポ
リ
オ

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

問　
導
入
の
内
容
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長　
不
活
化

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
は
皮
下
注
射

で
あ
り
、
今
ま
で
の
２
回
接
種

か
ら
４
回
と
な
る
。
費
用
の
自

己
負
担
は
考
え
て
い
な
い
。

も
約
１
７
０
０
灯
導
入
し
て
い

る
。
Ｈ
ｆ
蛍
光
灯
は
小
・
中
学

校
に
導
入
実
績
が
あ
る
。
ほ
か

の
施
設
で
は
、
規
模
や
利
用
形

態
を
考
慮
し
、
増
改
築
や
耐
震

工
事
に
合
わ
せ
導
入
に
努
め
る
。

問　
鏡
面
反
射
板
な
ど
、
照
度

ア
ッ
プ
に
効
果
的
な
も
の
を
取

り
入
れ
て
い
く
考
え
は
。

企
画
部
長　
中
央
図
書
館
で
は

反
射
板
を
設
置
し
、
照
度
を
維

持
し
つ
つ
蛍
光
灯
の
本
数
を
削

減
し
て
い
る
。
導
入
効
果
を
踏

ま
え
、
市
民
の
利
便
性
の
向
上

と
歳
出
削
減
の
両
立
を
目
指
す
。

問　
節
電
効
果
の
高
い
ガ
ス
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
エ
ア
コ
ン
の
導
入
は
。

企
画
部
長　
省
エ
ネ
効
果
と
経

済
性
な
ど
を
調
査
・
研
究
し
、

非
常
時
の
利
用
方
法
を
踏
ま
え

導
入
を
検
討
し
て
い
く
。

環
境
学
習
教
材
の

活
用
に
つ
い
て

問　
あ
ま
り
活
用
さ
れ
て
い
な

い
が
、
貸
し
出
し
の
目
的
は
。

環
境
部
長　
環
境
学
習
活
動
の

充
実
、
環
境
負
荷
の
低
減
や
環

境
保
全
に
自
ら
取
り
組
む
機
会

を
図
る
こ
と
で
あ
る
。

問　
広
報
紙
に
詳
細
な
情
報
を

掲
載
し
、
周
知
に
努
め
て
は
。

環
境
部
長　
学
校
や
自
治
会
を

通
じ
た
周
知
を
検
討
す
る
。

【請願第２号】
「消費税増税は今やるべきでは
ない」との意見書を国に提出
することを求める請願書

付託委員会
　総務経済常任委員会

委員会審査結果…不採択
本 会 議 結 果…不採択

【請願第３号】
子どもたちにゆたかな学びを
保障するために、少人数学級
の実現、教育予算の増額、義
務教育費国庫負担制度の堅持・
拡充を求める請願

付託委員会
　教育民生常任委員会

委員会審査結果…採　択
本 会 議 結 果…採　択

請願の審査結果

　市政や地域の身近な問題などについての意見や要
望を直接市議会に提案できる制度として、「請願」
と「陳情」があります。請願書・陳情書の提出方法
などについては、平塚市議会議会局（平塚市役所新
館１階・☎21－8791）にご相談ください。

請願書・陳情書の提出方法
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団

無
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属

無

所

属


